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解剖生理学総論
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呼吸器系
の

解剖生理病理学
体内への酸素の取り込みと体内全細胞で出来た二酸化炭素の排出

主な役割





鼻腔
咽喉頭





























肺炎

























ホメオスタシス（恒常性）





恒常性の維持



恒常性の維持
酸アルカリバランス（酸塩基平衡）



酸アルカリバランス



腎と肺



泌尿器系
の

解剖生理病理学
体液量の調節と排尿

主な目的



























































過活動膀胱







前立腺肥大症は前立腺が大き
くなることで発症する病気です。
この前立腺の大きさは加齢とと
もに増す傾向があり、特に50代
以降の中高年層でその傾向が
顕著に現れることが判明してい
ます。
その原因ははっきりとはわかっ
ていませんが、中でも主たる原
因として関与が指摘されている
存在が男性ホルモンです。正
常時、前立腺のになう生殖機
能は男性ホルモンの働きに
よって維持されています。その
男性ホルモンの分泌バランス
が加齢とともに変化することで、
前立腺にも肥大という変化がも
たらされるのではないかと考え
られています。
また、この他にメタボリックシン
ドロームを引き起こす肥満や高
血圧、糖尿病、脂質異常症（高
脂血症）といった生活習慣病全
般との関連なども指摘されてい
ます。





前立腺がんの原因は、加齢、
家族歴（遺伝）、喫煙、肥満、
食生活、男性ホルモンなど
が挙げられていますが、ま
だはっきりしたことはわかっ
ていません。

前立腺肥大症の原因も同様
です。男性ホルモンや女性
ホルモンの性ホルモンの変
化が前立腺の肥大に関係し
ていると考えられています
が、完全に立証されたわけ
ではありません。







膀胱に発生する悪性腫瘍です。
50歳以降の男性に多くみられ、
喫煙・化学物質への暴露・慢性
的な感染などと関係があります。
症状で最も多いのが血尿です。
血尿は他の病気を原因とする
こともありますが、膀胱がんの
血尿は痛みを伴わない特徴が
あります（無症候性血尿）。そ
の他の症状としては排尿時の
痛みや頻尿などです。膀胱が
んが疑われる人には膀胱鏡検
査や、CT検査、MRI検査などが
行われ、治療には手術や抗が
ん剤治療、放射線治療などが
あります。痛みがない血尿が出
たときは膀胱がんに注意が必
要です。すみやかに泌尿器科
で調べてもらいます。





循環器系
の

解剖生理＆病理学
循環器系は、体内各部位への酸素と栄養素の供給が主な目的です。













リンパとリンパ節



脈管学（みゃっかんがく、
英: angiology、羅: angiologia) 

人体解剖学のうち、臓器や組
織の代謝輸送路である脈管に
ついて系統的叙述を行う学問
である。この脈管の系統を脈管
系または循環器系と呼び、さら
に管を流れる液性により血管
系とリンパ系に分類される。







動脈には多量の弾性線維があ
ります。

大動脈や心臓に近い太い動脈
を弾性動脈、末梢にある中型
の動脈を筋性動脈、その先は
細動脈、毛細血管といいます。

▷弾性動脈：平滑筋より弾性線
維のほうが多く、その豊富な弾
性線維により、血管を伸展、収
縮し血圧を調整します。
▷筋性動脈：中膜はおもに平滑
筋でできており、平滑筋の収
縮・弛緩により、血管腔の広さ
を変えて血流を調節します。
▷細動脈：細動脈は末梢血管抵
抗の主体となるため抵抗血管
と呼ばれ、交感神経が興奮す
ると伝達物質のノルアドレナリ
ンが平滑筋に作用して血管を
収縮させ、血管抵抗が増大（血
圧が上昇）します。



動脈硬化は文字どおり動脈が硬化する
症状です。また血管内の壁が厚くなるこ
とも動脈硬化の1つの症状です。このよ
うにして血管の中を血液が流れにくくな
るのが動脈硬化の特徴となっています。

そもそも動脈は心臓が強い力で押し出
した血液がはじめに流れ込む場所であ
るため、日頃から負担の大きな血管で
す。そのため体内に活性酸素が増える
と負担の大きい動脈が本来の血管とし
ての働きを失いやすくなるのです。

また動脈は硬化した際に重篤な病気に
繋がりやすいという特徴もあります。
硬化により血管の内側の壁が厚くなっ
ているところに強い力で血液が流れてく
ると、それだけ血管にかかる圧力が強く
なります。

また、活性酸素の働きにより血管を構成
する細胞が破損するとそれだけ柔軟性
を失うため、血管が破れやすくなります。
このように動脈硬化は心筋梗塞、脳梗
塞、狭心症などの重篤な病気に繋がる
恐れを持っています。























冠動脈
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